
大
学
生
活
に
つ
い
て

通学日数（週に何日程度大学または大学院に通っているか）
男性は平均4.5日、女性は平均4.3日

・�平均通学日数は4.4日。週4日〜7日で全体の8割以上を占める。
・�男性は平均4.5日、女性は平均4.3日。平均で見ると男性のほうが日数は多い。
・�大学生は、低学年ほど通学日数は多く、大学1・2年生の8.5割は週に5日以上。一方、
3・4年生では5分の1が「2日以下」で、平均通学日数は3.3日と少ない。
・専攻学科では、文系より理系で通学日数が多い。

・全体の6割が「アルバイト」をしており、「部活動」参加者も5割近い。
・�「アルバイト」は男性よりも女性で多く、大学院生で少ない。また、理系より文系
で多い。両親の経済的なゆとりとの関係性は見られない。
・�「部活動・サークル活動」は、大学1・2年生で多い。
・「インターン」は大学3・4年生、大学院生で比較的多い。

学内外の活動（現在しているものをすべて選択）
経済的なゆとりにかかわらず6割がアルバイト
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4.4日	

4.5日

4.3日	

4.9	日

3.9日	

4.7日	

4.1日	

4.9日	

4.3日	

全体

男性

女性

大学1・2年生

大学3・4年生

大学院生

文系

理系

その他

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=895）

（n=917）

（n=188）

（n=1095）

（n=802）

（n=103）

4日0〜2日 3日 5日 6〜7日

1.0

ア
ル
バ
イ
ト

部
活
動
・

サ
ー
ク
ル
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

イ
ン
タ
ー
ン

自
治
会
活
動

そ
の
他
の

学
内
外
の
活
動

あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

全体（N=2000） 61.7 46.4 7.4 4.4 1.5 3.5 20.1

男性（n=1200） 58.3 47.4 5.7 4.2 1.4 3.3 21.8

女性 （n=800） 66.8 44.9 9.9 4.6 1.6 3.6 17.5

大学1・2年生 （n=895） 63.6 55.9 8.0 1.6 2.2 2.1 16.0

大学3・4年生 （n=917） 61.6 42.1 6.7 6.4 0.9 4.4 21.4

大学院生 （n=188） 52.7 22.3 7.4 7.4 1.1 5.3 33.5

文系（n=1095） 65.5 46.1 8.3 3.9 1.5 3.8 18.0

理系 （n=802） 56.6 48.5 6.4 4.7 1.7 3.0 22.2

その他 （n=103） 60.2 33.0 4.9 5.8 0.0 2.9 26.2

あり （n=568） 60.2 51.1 7.6 3.7 1.8 4.4 18.5

平均的 （n=888） 62.5 44.4 7.5 4.4 1.6 3.0 19.8

なし （n=534） 61.8 45.3 6.6 4.7 1.1 3.2 22.3

両
親
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

61.7

46.4

7.4 4.4 1.5 3.5

20.1
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大学の意義（3つまで選択）
大学は「専門知識や教養を身につける場」

・�大学（大学院）の意義をたずねたところ、「より高度な専門知識を獲得する場」
（62.6％）、「より幅広い常識や教養を身につける場」（62.1％）が6割以上で挙げ
られた。これらに、「よい友達や先生と巡り会う場」（40.7％）、「よりよい就職を
するための準備の場」（30.9％）、「より深く研究に打ち込む場」（23.4％）が続く。
・�性別では、「より高度な専門知識を獲得する場」は男性で、「よい友達や先生と巡
り会う場」は女性で多い。
・�大学1・2年生では「より幅広い常識や教養を身につける場」を挙げる割合が高く、
大学院生では「高度な専門知識を獲得する」ことや「より深く研究に打ち込む」
ことに焦点がおかれている。
・�専攻学科で見ると、「より高度な専門知識を獲得する場」「より深く研究に打ち込
む場」は理系、「より幅広い常識や教養を身につける場」「よい友達や先生と巡り
会う場」は文系で多い。

よ
り
高
度
な
専
門
知
識
を

獲
得
す
る
場

よ
り
幅
広
い
常
識
や
教
養
を

身
に
つ
け
る
場

よ
い
友
達
や
先
生
と

巡
り
会
う
場	

よ
り
よ
い
就
職
を

す
る
た
め
の
準
備
の
場

よ
り
深
く
研
究
に

打
ち
込
む
場

部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に

打
ち
込
む
場

社
会
に
出
て
仕
事
を
す
る

前
に
遊
ん
で
お
く
場

と
り
あ
え
ず
通
過
す
る
こ
と

に
意
味
の
あ
る
場

そ
の
他

全体（N=2000） 62.6 62.1 40.7 30.9 23.4 19.8 14.7 12.6 2.1

男性（n=1200） 65.3 61.8 35.8 31.5 24.9 21.1 14.2 12.3 1.8

女性 （n=800） 58.6 62.6 48.0 30.0 21.0 17.9 15.5 13.0 2.4

大学1・2年生 （n=895） 62.7 66.0 40.4 32.1 16.5 22.5 15.3 13.0 1.6

大学3・4年生 （n=917） 59.4 62.4 43.2 32.1 22.1 20.4 15.0 13.2 2.1

大学院生 （n=188） 77.7 42.0 29.8 19.7 61.7 4.3 10.1 7.4 4.3

文系（n=1095） 51.9 68.6 46.4 31.7 17.5 22.1 15.6 14.5 1.9

理系 （n=802） 76.7 52.7 33.9 29.6 31.8 17.6 13.0 10.0 2.1

その他 （n=103） 67.0 66.0 33.0 33.0 19.4 12.6 18.4 11.7 2.9

62.6 62.1

40.7
30.9

23.4 19.8
14.7 12.6

2.1
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現
在
の
生
活
の
満
足
度

現在の生活の満足度
7割強が「今の生活に満足」

・�「満足」2割、「どちらかというと満足」5割強、計7割強が現在の生活に「満足」
と答えている。
・�経済的にゆとりのある人のほうが満足度は高いという結果になっている。

5.1

6.2

3.4

4.9

5.3

4.3

5.0

4.9

6.8

9.8

20.2

20.7

19.4

22.7

18.1

18.1

20.6
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23.3

15.5

18.4

26.5

54.7

53.7

56.3

54.1

55.1

56.9

53.8

56.3

54.4

54.0

58.4

50.0

20.0

19.4

20.9

18.3

21.5

20.7

20.6

19.7

15.5

27.5

20.4

13.7

どちらかというと不満満足

2.8

全体

男性

女性

大学1・2年生

大学3・4年生

大学院生

文系

理系

その他

あり

平均的

なし

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=895）

（n=917）

（n=188）

（n=1095）

（n=802）

（n=103）

（n=472）

（n=907）

（n=612）

どちらかというと満足 不満

本
人
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

3.0
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家
計
・
消
費
に
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い
て

学費の負担
8割は保護者が学費を負担

・�学費の全部を親が負担していると答えたのは全体の7.5割。「大部分保護者が負
担」と合わせると8割以上を占めている。
・�男性より女性、大学院生より大学生で「全部、保護者が負担」の割合は高い。
・�両親に経済的なゆとりがある学生では、「全部、保護者が負担」という割合が9
割近いが、ゆとりがない場合では自分で学費を負担する割合が高くなっている。

・�生活費については学費よりも自分で負担している学生の割合が高い。自分の負
担分のほうが多いとする学生は大学生で約1.5割、大学院生で約3割。両親の経
済的なゆとりによる差が見られ、ゆとりがない場合では約3割となっている。

生活費の負担
2割近くは生活費を自己負担
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75.3

73.6

78.1

76.4
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88.5

77.8

57.5

7.1
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5.9

6.6

11.7

5.5

13.9

10.9

13.1

7.6

10.2

18.1

6.2

9.7

18.2

14.6

14.8

14.3

14.6

14.9

11.4

14.4
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32.3

32.5

32.1

32.8

27.1

37.1

32.8

26.5

35.1

31.8

40.1

35.8

28.2

42.3

37.6

23.0

全体

男性

女性

大学生

大学院生

あり

平均的

なし

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=1812）

（n=188）

（n=568）

（n=888）

（n=534）

1.8

親（保護者）と自分（奨学金含む）で半々くらいずつ負担全部、親（保護者）が負担 大部分、親（保護者）が負担

大部分、自分(奨学金含む）が負担 全部、自分（奨学金含む）が負担

両
親
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

1.6 2.8

全体

男性

女性

大学生

大学院生

あり

平均的

なし

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=1812）

（n=188）

（n=568）

（n=888）

（n=534）

3.0

両
親
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

親（保護者）と自分（奨学金含む）で半々くらいずつ負担全部、親（保護者）が負担 大部分、親（保護者）が負担

大部分、自分(奨学金含む）が負担 全部、自分（奨学金含む）が負担
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家
計
・
消
費
に
つ
い
て

今よりもお金をかけたいこと（あてはまるものをすべて選択）
「趣味」と「貯金」が6割

趣
味

貯
金

服
飾
関
連

（
洋
服
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
）

旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

書
籍
の
購
入

友
だ
ち
と
の
付
き
合
い

パ
ソ
コ
ン
や

Ａ
Ｖ
機
器
の
購
入

食
事

資
格
取
得
の
た
め
の

学
び
・
習
い
事

親
孝
行

美
容
関
連

（
化
粧
品
・
エ
ス
テ
・

		

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）

イ
ン
テ
リ
ア

自
動
車
関
連

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
費

体
を
鍛
え
る
こ
と

（
ジ
ム
通
い
な
ど
）

飲
酒

そ
の
他

特
に
な
し

全体（N=2000） 63.0 61.0 53.8 48.4 44.5 44.4 42.4 33.7 31.1 27.7 26.9 22.6 19.4 15.6 14.6 12.3 2.5 1.6

男性（n=1200） 65.4 56.6 41.8 44.3 42.0 43.4 50.2 34.1 25.8 24.1 7.9 19.8 24.8 16.4 12.9 12.8 3.1 2.0

女性 （n=800） 59.4 67.5 71.8 54.6 48.3 45.9 30.6 33.1 38.9 33.0 55.4 26.8 11.3 14.3 17.1 11.6 1.5 0.9

大学生（n=1812） 64.2 61.8 55.0 47.8 43.5 45.5 42.2 33.9 30.7 27.2 27.6 23.1 19.4 15.7 14.1 12.3 2.5 1.4

大学院生 （n=188） 51.6 53.2 42.0 53.7 54.3 33.5 44.1 31.4 34.6 32.4 19.7 18.1 18.6 13.8 19.7 12.2 2.1 2.7

政令指定都市、東京23区 （n=795） 62.5 61.5 55.0 48.8 45.5 43.5 40.3 33.0 32.3 28.2 26.5 22.1 16.6 15.2 14.7 12.2 2.5 1.5

上記以外の市（n=1133） 63.5 60.5 53.5 47.9 44.5 45.3 43.8 35.4 30.9 27.6 27.8 23.5 21.1 16.2 15.1 12.8 2.4 1.6

町村 （n=72） 59.7 62.5 44.4 51.4 33.3 40.3 43.1 15.3 19.4 22.2 16.7 13.9 22.2 9.7 5.6 5.6 2.8 1.4

あり （n=472） 59.1 60.2 56.8 50.2 39.0 42.2 39.4 32.2 29.9 26.7 32.8 24.8 18.9 17.4 16.1 12.3 4.0 2.1

平均的 （n=907） 62.2 59.6 51.6 47.3 44.2 43.2 40.4 31.3 27.9 26.6 24.4 21.8 16.2 13.1 12.5 9.8 1.9 1.9

なし （n=612） 67.3 63.6 54.6 48.9 49.2 48.0 47.5 38.7 36.6 30.1 26.1 22.2 24.3 17.8 16.7 16.0 2.1 0.5

順位 ％
1 趣味 65.4

2 貯金 56.6

3 パソコンやAV機器の購入 50.2

4 旅行・レジャー 44.3

5 友だちとの付き合い 43.4

6 書籍の購入 42.0

7 服飾関連	（洋服・アクセサリーなど） 41.8

8 食事 34.1

9 資格取得のための学び・習い事 25.8

10 自動車関連 24.8

11 親孝行 24.1

12 インテリア 19.8

13 インターネット・携帯電話などの通信費 16.4

14 体を鍛えること	（ジム通いなど） 12.9

15 飲酒 12.8

16 美容関連	（化粧品・エステ・マッサージなど） 7.9

順位 ％
1 服飾関連	（洋服・アクセサリーなど） 71.8

2 貯金 67.5

3 趣味 59.4

4 美容関連	（化粧品・エステ・マッサージなど） 55.4

5 旅行・レジャー 54.6

6 書籍の購入 48.3

7 友だちとの付き合い 45.9

8 資格取得のための学び・習い事 38.9

9 食事 33.1

10 親孝行 33.0

11 パソコンやAV機器の購入 30.6

12 インテリア 26.8

13 体を鍛えること	（ジム通いなど） 17.1

14 インターネット・携帯電話などの通信費 14.3

15 飲酒 11.6

16 自動車関連 11.3

（n=1200）

男性 女性

（n=800）

33.7 31.1 27.7 26.3 22.6 19.4 15.6 14.6 12.3
2.5 1.6

・�今よりもお金をかけたいこととして、全体では「趣味」（63.0％）、「貯金」（61.0％）、
「服飾関連」（53.8％）が多く挙げられている。
・�性別で見ると、「パソコンやＡＶ機器の購入」「自動車関連」は男性で多く、「貯金」
「服飾関連」「旅行・レジャー」「資格取得のための学び・習い事」「親孝行」「美
容関連」は女性で多い。
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費
に
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い
て

大学院生大学生

・�大学/院で見ると、「趣味」「貯金」「服飾関連」「友だちとの付き合い」「美容関連」
は大学生で、「旅行・レジャー」「書籍の購入」は大学院生で多い。
・�現在の居住地で見ると、「服飾関連」「書籍の購入」「食事」「資格取得のための学
び・習い事」「親孝行」「美容関連」「インテリア」などは、町村居住者で少ない。
・�経済的なゆとりの有無別では、ゆとりのある層で「美容」、ない層で「パソコンや
AV機器の購入」「食事」「資格取得のための学び・習い事」がそれぞれ高くなっ
ている。

趣
味

貯
金

服
飾
関
連

（
洋
服
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
）

旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

書
籍
の
購
入

友
だ
ち
と
の
付
き
合
い

パ
ソ
コ
ン
や

Ａ
Ｖ
機
器
の
購
入

食
事

資
格
取
得
の
た
め
の

学
び
・
習
い
事

親
孝
行

美
容
関
連

（
化
粧
品
・
エ
ス
テ
・

		

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）

イ
ン
テ
リ
ア

自
動
車
関
連

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
費

体
を
鍛
え
る
こ
と

（
ジ
ム
通
い
な
ど
）

飲
酒

そ
の
他

特
に
な
し

全体（N=2000） 63.0 61.0 53.8 48.4 44.5 44.4 42.4 33.7 31.1 27.7 26.9 22.6 19.4 15.6 14.6 12.3 2.5 1.6

男性（n=1200） 65.4 56.6 41.8 44.3 42.0 43.4 50.2 34.1 25.8 24.1 7.9 19.8 24.8 16.4 12.9 12.8 3.1 2.0

女性 （n=800） 59.4 67.5 71.8 54.6 48.3 45.9 30.6 33.1 38.9 33.0 55.4 26.8 11.3 14.3 17.1 11.6 1.5 0.9

大学生（n=1812） 64.2 61.8 55.0 47.8 43.5 45.5 42.2 33.9 30.7 27.2 27.6 23.1 19.4 15.7 14.1 12.3 2.5 1.4

大学院生 （n=188） 51.6 53.2 42.0 53.7 54.3 33.5 44.1 31.4 34.6 32.4 19.7 18.1 18.6 13.8 19.7 12.2 2.1 2.7

政令指定都市、東京23区 （n=795） 62.5 61.5 55.0 48.8 45.5 43.5 40.3 33.0 32.3 28.2 26.5 22.1 16.6 15.2 14.7 12.2 2.5 1.5

上記以外の市（n=1133） 63.5 60.5 53.5 47.9 44.5 45.3 43.8 35.4 30.9 27.6 27.8 23.5 21.1 16.2 15.1 12.8 2.4 1.6

町村 （n=72） 59.7 62.5 44.4 51.4 33.3 40.3 43.1 15.3 19.4 22.2 16.7 13.9 22.2 9.7 5.6 5.6 2.8 1.4

あり （n=472） 59.1 60.2 56.8 50.2 39.0 42.2 39.4 32.2 29.9 26.7 32.8 24.8 18.9 17.4 16.1 12.3 4.0 2.1

平均的 （n=907） 62.2 59.6 51.6 47.3 44.2 43.2 40.4 31.3 27.9 26.6 24.4 21.8 16.2 13.1 12.5 9.8 1.9 1.9

なし （n=612） 67.3 63.6 54.6 48.9 49.2 48.0 47.5 38.7 36.6 30.1 26.1 22.2 24.3 17.8 16.7 16.0 2.1 0.5

居
住
地

本
人
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

順位 ％
1 趣味 64.2

2 貯金 61.8

3 服飾関連	（洋服・アクセサリーなど） 55.0

4 旅行・レジャー 47.8

5 友だちとの付き合い 45.5

6 書籍の購入 43.5

7 パソコンやAV機器の購入 42.2

8 食事 33.9

9 資格取得のための学び・習い事 30.7

10 美容関連	（化粧品・エステ・マッサージなど） 27.6

11 親孝行 27.2

12 インテリア 23.1

13 自動車関連 19.4

14 インターネット・携帯電話などの通信費 15.7

15 体を鍛えること	（ジム通いなど） 14.1

16 飲酒 12.3

順位 ％
1 書籍の購入 54.3

2 旅行・レジャー 53.7

3 貯金 53.2

4 趣味 51.6

5 パソコンやAV機器の購入 44.1

6 服飾関連	（洋服・アクセサリーなど） 42.0

7 資格取得のための学び・習い事 34.6

8 友だちとの付き合い 33.5

9 親孝行 32.4

10 食事 31.4

11 美容関連	（化粧品・エステ・マッサージなど） 19.7

体を鍛えること	（ジム通いなど） 19.7

13 自動車関連 18.6

14 インテリア 18.1

15 インターネット・携帯電話などの通信費 13.8

16 飲酒 12.2

（n=1812） （n=188）

63.0 61.0
53.8

48.4 44.5 44.4 42.4
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卒業後の働き方の希望
9割近くが正社員希望

就職先を選ぶ際の情報入手先（最も重視したいものをひとつ選択）
低学年ほど大学関係者を重視

・�就職先を選ぶ際の情報入手先で最も重視するものとして、全体では、「大学の就
職相談機関や先生」が最も多く（33.6％）、「OB・OG」（16.0％）、「就職情報サイト」
（14.0％）、「親やきょうだいなどの家族・親族」（13.5％）が続く。
・�学年で見ると、「大学」を重視する割合は低学年ほど高く、大学１・２年生では特
に「大学の就職相談機関や先生」が４割以上と多い。大学4年生では「就職情報
サイト」が多く、大学院修士2年生では「アドバイスは求めない」も1割以上と
多くなっている。

5.3

6.2

3.887.8

86.9

6.5

7.4

5.3

4.5

6.3

5.1

9.4

12.5

4.0

4.8

4.1

5.4

4.4

5.2

11.4

11.5

11.3

10.3

10.3

11.3

14.2

8.9

10.4

13.5

12.0

15.8

16.3

12.1

11.3

16.5

4.4

10.4

14.0

14.9

12.8

9.8

10.1

14.9

20.3

13.3

17.7

16.0

15.0

17.6

14.3

14.8

16.3

13.6

30.0

28.1

33.6

33.6

33.5

41.5

42.2

35.9

19.8

33.3

15.6

パート・アルバイトで働きたい

正社員／職員として働きたい

親の仕事を継ぎたい・手伝いたい

契約・派遣社員／職員として働きたい	

起業したい

その他

働くつもりはない まだ決めていない／わからない

0.4
男性

女性

（n=1200）

（n=800）

全体
（N=2000）

87.4％

5.7
0.3
2.1

0.5
0.5

3.1
0.4

1.8
0.5

0.3
0.1

0.1
2.6
0.12.1

1.1
0.9

1.0

2.7

全体

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

（N=1994）

（n=1195）

（n=799）

（n=448）

（n=446）

（n=435）

（n=479）

（n=90）

（n=96）

就職情報サイト

大学の就職相談機関や先生

企業の採用担当者

OB・OG(先輩)

親やきょうだいなどの家族・親族

友人

その他 アドバイスは求めない

0.8

0.8

0.6

2.9

3.4 0.8

1.1

0.8

2.4 3.3

0.1

対象者：卒業後の働き方の希望で、「働くつもりはない」以外の人
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組織の中で働いていたい

高い職位や報酬よりも、
働きがいや達成感を優先させる

ひとつの企業（組織）の中で
キャリアを積んでいきたい

就職先は雇用の安定した
大手企業（組織）を選びたい

残業が少なく、平日でも自分の時間を
もてて、趣味などに時間を使える職場が良い

仕事を生きがいにしたいと思う

組織の中で働くとすれば、できるだけ上の
ポジションを目指してがんばりたい

仕事に無関係な飲み会や会社の行事で
時間をとられたくない

ゆくゆくは独立して起業したい

働きがいや達成感よりも、
高い職位や報酬を優先させる

自分のキャリアを中心に考えて、
働く場を変えていきたい

企業（組織）の規模は就職先選びに関係ない

残業が多くても、仕事を通じて自分の
キャリア・専門能力を高められる職場が良い

仕事を生きがいにしたいとは思わない

管理者としての責任を負うよりも、
自分のペースで楽しく仕事をしたい

仕事に関係がなくても、会社の行事等には
参加したい

キャリア意識（ ・ 	のうち近いほうを選択）

安定した環境でやりがいのある仕事を

9.9

6.1

9.2

11.7

13.6

13.6

15.0

12.7

19.9

24.2

24.4

24.8

30.3

31.6

32.9

37.1

32.5

48.8

40.4

38.1

36.1

37.4

29.5

31.5

37.7

20.9

26.0

25.4

20.0

17.4

22.6

18.7

・�キャリア意識について対照的な考えを提示し、どちらが希望に近いかたずねた
ところ、全体では、組織志向（「組織の中で働いていたい」）、働きがい優先志向
（「高い職位や報酬よりも、働きがいや達成感を優先させる」）、安定志向（「ひと
つの企業（組織）の中でキャリアを積んでいきたい」、「就職先は雇用の安定した
大手企業を選びたい」）が強い傾向が見られた。
・�「残業か、キャリアか」「仕事を生きがいにしたいか」「上のポジションを目指し
たいか」「会社の行事に参加したいか」等、価値観が二分する項目も多い。

キャリア意識の男女比較
男性同士・女性同士でも価値観が分かれる

67.0
75.0

67.4
73.3

67.5
64.6

65.5
60.5

52.7
61.2

56.8
51.8

58.8
42.1

49.7
50.9

50.3
49.1

41.2
57.9

43.2
48.2

34.5
39.5

47.3
38.8

32.6
26.7

32.5
35.4

33.0
25.0

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）

・�「就職先は雇用の安定した大手企業を選びたい」「仕事を生きがいにしたいと思
う」「組織の中で働くとすれば、できるだけ上のポジションを目指してがんばり
たい」という意見は、女性より男性で多い。
・�一方、「組織の中で働いていたい」「高い職位や報酬よりも、働きがいや達成感を
優先させる」「残業が少なく、平日でも自分の時間をもてて、趣味などに時間を
使える職場が良い」という意見は、男性より女性で多い。
・�男性同士・女性同士でも考え方が分かれている点も注目される。たとえば「組
織の中で働くとすれば、できるだけ上のポジションを目指してがんばりたい」は
女性より男性で多いが、男性でも4割以上が「管理者としての責任を負うよりも、
自分のペースで楽しく仕事をしたい」と考えている。同様の傾向が、「残業か、キャ
リアか」「仕事を生きがいにしたいか」等の項目にもあてはまる。

　		に近い どちらかといえば		　に近いどちらかといえば　		に近い 		　に近い

組織の中で働いていたい

高い職位や報酬よりも、
働きがいや達成感を優先させる

ひとつの企業（組織）の中で
キャリアを積んでいきたい

就職先は雇用の安定した
大手企業（組織）を選びたい

残業が少なく、平日でも自分の時間を
もてて、趣味などに時間を使える職場が良い

仕事を生きがいにしたいと思う

組織の中で働くとすれば、できるだけ上の
ポジションを目指してがんばりたい

仕事に無関係な飲み会や会社の行事で
時間をとられたくない

ゆくゆくは独立して起業したい

働きがいや達成感よりも、
高い職位や報酬を優先させる

自分のキャリアを中心に考えて、
働く場を変えていきたい

企業（組織）の規模は就職先選びに関係ない

残業が多くても、仕事を通じて自分の
キャリア・専門能力を高められる職場が良い

仕事を生きがいにしたいとは思わない

管理者としての責任を負うよりも、
自分のペースで楽しく仕事をしたい

仕事に関係がなくても、会社の行事等には
参加したい

上段：男性（n=1195）

下段：女性（n=799）

※（計）=「近い」+「どちらかといえば近い」
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1.9％

今後伸ばしておきたい力（3つまで選択）
積極的に行動する力を志向

・�「将来社会人として仕事をしていくために、今後伸ばしておきたい力」について
たずねたところ、全体では「実行力」（44.6％）が最も多く挙げられ、「主体性」
（36.4％）、「創造力」（33.4％）、「発信力」（30.4％）が続いた。積極的に行動してい
くための「力」が志向されている。
・�女性では5人に1人が「ストレスコントロール力」を挙げている。

育児休業の取得希望
女性約８割、男性約4割

・女性では79.2％、男性でも41.7％が育児休業の取得を希望している。

※�育児休業とは、原則として1歳に満たない子を養育するための休業。一定の要件を満たせば、男女とも取得
することができる。

実
行
力

主
体
性

創
造
力

発
信
力

課
題
発
見
力

柔
軟
性

計
画
力

状
況
把
握
力

ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

働
き
か
け
力

傾
聴
力

規
律
性

左
記
に
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

全体（N=1994） 44.6 36.4 33.4 30.4 26.8 23.6 22.4 20.9 15.2 14.8 11.6 7.5 1.2

男性（n=1195） 48.2 38.2 35.7 27.1 26.4 24.4 21.3 20.6 11.7 14.3 10.5 7.1 1.7

女性 （n=799） 39.2 33.7 29.9 35.3 27.4 22.4 24.0 21.4 20.4 15.6 13.1 8.1 0.4

大学生（n=1808） 44.7 36.3 33.1 30.6 26.1 24.2 22.5 21.3 15.5 14.3 11.6 7.7 1.1

大学院生 （n=185） 43.0 36.6 36.6 28.5 33.9 17.7 21.5 16.7 11.8 19.9 11.3 5.4 2.2

41.7％

14.4％

36.5％

7.4％

79.2％

10.9％

8.0％

わからない

子どもをもったら、育児休業を取得したい

子どもをもっても、育児休業を取得したいとは思わない

子どもをもつつもりはない

対象者：卒業後の働き方の希望で「働くつもりはない」以外の人

男性
（n=1195） 女性

（n=799）

44.6
36.4 33.4 30.4 26.8 23.6 22.4 20.9

15.2 14.8 11.6 7.5
1.2
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女性（n=800）	

男性（n=1200）

家族観・男女の役割について
「男は仕事、女は家庭」は少数派

・�「将来、結婚したい」「将来、子どもをもちたい」という希望については、8割以上
が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答。
・�性別役割については、「夫の収入だけで妻子を養うのは難しい世の中になりつつ
ある」（75.1%）と感じており、「本音では『男は仕事、女は家庭』だと思っている」
（33.0%）との考えは少数派となっている。
・�一方、「今の日本には、仕事と家事・育児を両立できる環境が整っている」（10.9%）
とは感じておらず、「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事をもたず家
にいるのが望ましい」（65.7%）との意識は根強い。

将来、結婚したい

将来、子どもをもちたい

結婚を考える際、
相手が家事・育児ができる（手伝ってくれる）ことを重視する

夫の収入だけで妻子を養うのは難しい世の中になりつつある

少なくとも子どもが小さいうちは、
母親は仕事をもたず家にいるのが望ましい

人は結婚しなくても、十分に幸せな人生を送ることができる

結婚を考える際、結婚相手の経済力を重視する

本音では「男は仕事、女は家庭」だと思っている

配偶者に十分な収入があれば、自分は働かなくてよい

今の日本には、仕事と家事・育児を両立できる環境が整っている

将来、結婚したい

将来、子どもをもちたい

結婚を考える際、
相手が家事・育児ができる（手伝ってくれる）ことを重視する

夫の収入だけで妻子を養うのは難しい世の中になりつつある

少なくとも子どもが小さいうちは、
母親は仕事をもたず家にいるのが望ましい

人は結婚しなくても、十分に幸せな人生を送ることができる

結婚を考える際、結婚相手の経済力を重視する

本音では「男は仕事、女は家庭」だと思っている

配偶者に十分な収入があれば、自分は働かなくてよい

今の日本には、仕事と家事・育児を両立できる環境が整っている

どちらかといえばそう思わないそう思う どちらかといえばそう思う そう思わない わからない

4.4

5.4

5.6

9.1

7.6

4.2

5.5

6.3

6.5

7.7

4.1

7.3

13.4

12.6

28.5

42.4

40.6

52.7

6.4

7.1

10.3

12.2

15.3

22.2

26.8

20.4

26.8

30.1

24.7

24.0

53.2

41.0

43.4

35.5

29.0

24.4

16.6

9.2

59.3

56.8

28.6

34.1

22.3

20.6

8.1

8.6

10.5
1.7

83.6
84.6

81.9
79.2

80.0
84.7

64.9

51.3
63.0

68.0

10.6
11.3

18.9
39.3

35.4
29.4

16.5

71.3
80.5

3.8

3.1

「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」
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女性の希望するライフコース
「結婚・出産にかかわらず仕事を続けたい」が4割強

7.2

7.4

5.3

7.3

7.4

5.6

5.5

10.9

5.7

4.1

8.8

8.8

23.4

23.9

16.1

24.0

19.3

32.1

18.4

23.4

21.8

37.5

25.7

20.6

3.5

3.6

3.3

6.3

16.4

16.7

12.5

16.1

16.3

18.9

11.9

16.1

23.7

25.0

9.6

17.6

5.9

6.2

6.2

4.5

7.5

4.0

12.4

3.3

4.2

5.9

8.8

43.8

42.2

64.3

42.0

51.0

34.0

57.7

32.1

42.2

22.9

47.1

44.1

女性

大学生

大学院生

文系

理系

その他

結婚・出産にかかわらず、
仕事を続けてきた

結婚を機に退職し、
その後は仕事をしていない

結婚を機に退職・休職し、
子育て後に再び仕事を始めた

出産を機に退職し、
その後は仕事をしていない

出産を機に退職・休職し、
子育て後に再び仕事を始めた

これまでに仕事をしたことはない

（n=800）

（n=744）

（n=56）

（n=545）

（n=202）

（n=53）

（n=201）

（n=137）

（n=211）

（n=48）

（n=136）

（n=34）

母
親
の
働
き
方

対象者：女性

出産を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就きたい	

結婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい

結婚を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就きたい	

特に希望はない／わからない

一生を通じて仕事には就きたくない

結婚を機に退職し、その後は仕事に就きたくない

出産を機に退職し、その後は仕事に就きたくない

その他

2.9 0.4

0.10.43.1

1.8

0.30.6

1.5

1.9

2.5

1.5

1.5 0.7 0.7

0.1

女性

・�女性を対象に、希望するライフコースをたずねたところ、「結婚・出産にかかわ
らず、仕事を続けたい」が、全体の43.8％と最も多く、次に「出産を機に退職・
休職し、子育て後に再び仕事に就きたい」（23.4％）、「結婚を機に退職・休職し、
子育て後に再び仕事に就きたい」（16.4％）が多い。
・�「結婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい」との希望は、大学生より大学院生
で多く、６割強に上っている。
・�専攻別では、文系より理系で「結婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい」とす
る割合が高い。
・�母親が「結婚・出産にかかわらず、仕事を続けてきた」という人では、本人も「結
婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい」とする割合が高く、母親と同じような
ライフコースを望む傾向が見られる。
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男性が希望する配偶者のライフコース
「特に希望はない／わからない」が3割弱

3.9

4.0

4.2

3.7

4.0

5.4

3.4

5.0

4.3

3.2

6.8

26.4

26.8

23.5

24.4

28.5

24.0

24.0

26.9

26.4

33.3

25.1

22.45.2

22.8

21.9

29.5

22.9

22.8

20.0

15.7

23.6

18.2

13.3

36.8

27.6

4.7

4.9

4.2

5.2

4.0

8.7

3.5

8.3

3.9

6.9

13.9

14.0

12.9

14.7

12.8

18.0

10.7

10.1

23.9

11.7

11.7

8.6

3.5

3.6

4.2

3.2

10.1

3.3

21.7

21.3

24.2

22.5

20.5

26.0

37.2

13.9

19.8

18.3

16.0

25.9

男性

出産を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就いてほしい

結婚・出産にかかわらず、仕事を続けてほしい

結婚を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就いてほしい

特に希望はない／わからない

一生を通じて仕事はしてほしくない

結婚を機に退職してほしい

出産を機に退職してほしい

その他

男性

大学生

大学院生

文系

理系

その他

結婚・出産にかかわらず、
仕事を続けてきた

結婚を機に退職し、
その後は仕事をしていない

結婚を機に退職・休職し、
子育て後に再び仕事を始めた

出産を機に退職し、
その後は仕事をしていない

出産を機に退職・休職し、
子育て後に再び仕事を始めた

これまでに仕事をしたことはない

（n=1200）

（n=1068）

（n=132）

（n=550）

（n=600）

（n=50）

（n=242）

（n=208）

（n=308）

（n=60）

（n=231）

（n=58）

母
親
の
働
き
方

結婚するつもりはない

対象者：男性

0.8

0.7

0.8 0.1

2.9

2.01.3

2.02.0

2.00.4

2.31.0

1.60.3

0.9

1.71.7

3.1

1.3

2.3

2.8

3.0 3.0 3.0

2.91.7

・�男性を対象に、将来配偶者に希望するライフコースをたずねたところ、「特に希
望はない/わからない」が最も多く、全体の26.4％を占めた。続いて、「出産を機
に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就いてほしい」（22.8％）、「結婚・出産
にかかわらず、仕事を続けてほしい」（21.7％）という意見が多い。女性同様、希
望は自身の母親の働き方と強く関連している。

21



家
族
観・ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

女性のライフコースに対する男女の意識差
働きたい女性と、強く望まない男性

ワーク・ライフ・バランスの認知度
「名前も内容も知らない」が6割

57.3

57.7

56.7

68.5

62.9

58.4

44.2

62.6

36.1

22.3

22.2

22.5

21.2

23.0

23.4

22.0

19.8

22.7

20.4

20.1

20.8

10.3

14.1

18.2

33.8

17.6

41.2

結婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい
続けてほしい

結婚を機に退職し、その後は仕事に就きたくない
結婚を機に退職してほしい

結婚を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就きたい
就いてほしい

出産を機に退職し、その後は仕事に就きたくない
出産を機に退職してほしい

出産を機に退職・休職し、子育て後に再び仕事に就きたい
就いてほしい

一生を通じて仕事には就きたくない
仕事はしてほしくない

特に希望はない・わからない

女性（n=800） 男性（n=1200）

43.8
21.7

5.9
3.5

16.4
13.9

2.9
4.7

23.4
22.8

0.4
0.8

7.2
26.4

全体

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=448）

（n=447）

（n=435）

（n=482）

（n=91）

（n=97）

名前も内容も知っている 名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない 名前も内容も知らない

・�女性が希望するライフコースと男性が配偶者に希望するライフコースについて、
比較したのが上記グラフである。
・�女性では「結婚・出産にかかわらず、仕事を続けたい」が、男性の「続けてほしい」
の2倍以上となっている。その代わりに、男性では、「特に希望はない・わからない」
が26.4％と多い。

・�「ワーク・ワイフ・バランス」についてたずねたところ、「名前も内容も知らない」
が全体の6割近くを占め、20.4％が「名前も内容も知っている」、22.3％が「名前
は聞いたことがあるが、内容までは知らない」と回答した。
・�男女間で認知度に大きな差は見られない。
・�学年で見ると、大学生、大学院生ともに、それぞれ学年が上がるほど認知度は高
く、大学4年生では33.8％、大学院修士2年生では41.2％が「名前も内容も知っ
ている」と回答。働くことを自分のこととしてとらえるようになる中で、ワーク・
ライフ・バランスへの意識も高まっている。
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自
己
イ
メ
ー
ジ
・
人
と
の
か
か
わ
り
方

自己イメージ（ ・ 	のうち近いほうを選択）

豊かな時代に育った冷静なインドア派

・�グラフは、価値観や行動特性について対照的なキーワードを提示し、自分に近
いと思うほうの選択を求めた結果を示している。最も多くの人に選ばれたのは、
「恵まれている」（83.8%）。この他、「自分に甘い」「親子の絆は強い」「冷静」「イ
ンドア派」「異性にモテないほう」「恋人がいない」が全体の7割以上に選択され
ている。

16.2

19.9

20.3

24.8

24.9

25.7

29.9

32.0

33.5

34.1

34.8

37.4

38.9

39.0

39.9

40.6

41.3

43.9

45.9

47.8

83.8

80.1

79.7

75.2

75.1

74.3

70.1

68.0

66.5

65.9

65.2

62.6

61.1

61.0

60.1

59.4

58.7

56.1

54.1

52.2

恵まれていない

自分に厳しい

親子の絆は弱い

情緒的

アウトドア派

異性にモテるほう

恋人がいる

夢がない

ストレスがない

不健康

人に厳しい

社交的

女っぽい

精神的に強い

悲観的

鈍感

大人

田舎好き

依存的

動物的

恵まれている

自分に甘い

親子の絆は強い

冷静

インドア派

異性にモテないほう

恋人がいない

夢がある

ストレスがある

健康

人に甘い

内向的

男っぽい

精神的に弱い

楽観的

敏感

子ども

都会好き

自立的

植物的

に近いに近い
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自
己
イ
メ
ー
ジ
・
人
と
の
か
か
わ
り
方

自己イメージの男女比較
「自分は子ども」男性よりも女性に多い

・�男女間で比較すると、「冷静」「異性にモテないほう」「恋人がいない」「人に甘い」
「内向的」「男っぽい」「自立的」「植物的」という回答は女性より男性で多く、「恵
まれている」「子ども」は男性より女性で多くなっている。

恵まれていない

自分に厳しい

親子の絆は弱い

情緒的

アウトドア派

異性にモテるほう

恋人がいる

夢がない

ストレスがない

不健康

人に厳しい

社交的

女っぽい

精神的に強い

悲観的

鈍感

大人

田舎好き

依存的

動物的

恵まれている

自分に甘い

親子の絆は強い

冷静

インドア派

異性にモテないほう

恋人がいない

夢がある

ストレスがある

健康

人に甘い

内向的

男っぽい

精神的に弱い

楽観的

敏感

子ども

都会好き

自立的

植物的

18.7
12.4

19.6
20.4

22.0
17.6

21.3
30.1

25.9
23.4

23.0
29.6

26.5
34.9

32.3
31.6

34.3
32.3

35.4
32.0

30.5
41.1

34.5
41.8

35.2
44.5

39.0
39.0

39.3
40.6

39.8
41.9

44.3
36.9

45.4
41.5

43.1
50.1

45.8
50.9

81.3
87.6

80.4
79.6

78.0
82.4

78.7
69.9

74.1
76.6

77.0
70.4

73.5
65.1

67.7
68.4

65.7
67.7

64.6
68.0

69.5
58.9

65.5
58.2

64.8
55.5

61.0
61.0

60.7
59.4

60.2
58.1

55.7
63.1

54.6
58.5

56.9
49.9

54.2
49.1

に近い

に近い

に近い

に近い

上段：男性（n=1200）

下段：女性（n=800）

24



自
己
イ
メ
ー
ジ
・
人
と
の
か
か
わ
り
方

人とのかかわり方
「本音で話せる友達がいる」約8割

・�約8割が「本音で話せる友だちがいる」と回答。「与えられた環境の中で周囲と
良い関係を築く自信がある」も7割を超えている。一方で、「友だちの間で仲間
はずれになるのが怖い」「人付き合いは面倒だと思うことが多い」「友だちであっ
てもプライベートなことには関わらない」も半数以上を占め、彼らの人間関係の
緊張感が感じられる結果となっている。
・�「自分は『ケータイ依存』またはそれに近いと思う」については、約7割が「あて
はまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と回答し、否定的意見が多い。

4.6

5.8

5.5

5.9

9.2

8.9

13.6

9.5

41.4

14.4

14.7

24.4

22.0

26.1

33.3

30.6

38.4

29.2

39.4

34.5

38.8

51.0

37.8

41.2

38.0

40.3

19.1

41.6

45.0

31.3

21.1

26.9

16.6

17.8

11.8

10.3

自分が他の人にどう思われているのか気になる

本音で話せる友だちがいる

本音で話ができなければ、本当の友だちとは言えないと思う

与えられた環境の中で、周囲の人と良い関係を築く自信がある

友だちの間で仲間はずれになるのが怖い

人付き合いは面倒だと思うことが多い

自分は人と比べて「勝ち」か「負け」か、意識する

友だちであっても、プライベートなことには関わらない

自分は「ケータイ依存」またはそれに近いと思う

どちらかといえばあてはまらないあてはまる どちらかといえばあてはまる	 あてはまらない

自分が他の人にどう思われているのか気になる

本音で話せる友だちがいる

本音で話ができなければ、本当の友だちとは言えないと思う

与えられた環境の中で、周囲の人と良い関係を築く自信がある

友だちの間で仲間はずれになるのが怖い

人付き合いは面倒だと思うことが多い

自分は人と比べて「勝ち」か「負け」か、意識する

友だちであっても、プライベートなことには関わらない

自分は「ケータイ依存」またはそれに近いと思う

79.7
83.2

76.8
83.5

68.4
72.9

70.7
74.2

62.7
67.7

55.3
61.5

57.3
53.6

52.6
51.4

25.9
34.5

女性（n=800）	

男性（n=1200）

「あてはまる」＋「どちらかといえばあてはまる」
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将
来
に
向
け
た
希
望
・
見
通
し

生まれ育った時代への評価と将来への見通し（ ・ 	のうち近いほうを選択）

「自分はいい時代に生まれ育った」が7割

生まれ育った時代への評価と将来への見通し（男女別）
「親以上の生活レベルを実現できる」は男性で多い

・�「自分はいい時代に生まれ育ったと思う」が7割を超え、「自分は厳しい時代に生
まれ育った」を上回っている。
・�一方、「将来について考えると、不安のほうが大きい」が約6割を占め、「将来、
自分の両親以上の生活レベルを実現できないと思う」「自分の選べる道は限られ
ている」も、少数派ではあるが4割に上っている。
・�「できるだけ多くの収入を得て、豊かな暮らしがしたい」と「人並みの生活をし
ていけるだけの収入があれば十分だ」とが半々に分かれている点も注目される。

・�「将来、自分の両親以上の生活レベルを実現できると思う」「できるだけ多くの
収入を得て豊かな暮らしがしたい」という意見は、女性より男性で多い。

8.8

8.9

14.5

12.5

16.7

20.8

31.9

26.5

30.4

29.9

45.0

42.0

36.9

37.4

32.3

25.4

17.2

22.1

19.7

21.1

自分は厳しい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できないと思う

将来について考えると、希望のほうが大きい

自分の選べる道は限られている

人並みの生活をしていけるだけの
収入があれば十分だ

自分はいい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できると思う

将来について考えると、不安のほうが大きい

自分は何でも好きな道を選べると思う

できるだけ多くの収入を得て
豊かな暮らしがしたい

　		に近い どちらかといえば		　に近いどちらかといえば　		に近い 		　に近い

自分は厳しい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できないと思う

将来について考えると、希望のほうが大きい

自分の選べる道は限られている

人並みの生活をしていけるだけの
収入があれば十分だ

自分はいい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できると思う

将来について考えると、不安のほうが大きい

自分は何でも好きな道を選べると思う

できるだけ多くの収入を得て
豊かな暮らしがしたい

30.8
27.6

38.1
44.6

42.3
39.0

44.6
40.3

44.6
49.6

69.2
72.4

61.9
55.4

57.7
61.0

55.4
59.7

55.4
50.4

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）

上段：男性（n=1200）

下段：女性（n=800）

※（計）=「近い」+「どちらかといえば近い」
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将
来
に
向
け
た
希
望
・
見
通
し

上段：両親の経済的なゆとり	−「あり」（n=568）

・�両親に経済的なゆとりのある人のほうが、「自分はいい時代に生まれ育ったと思
う」「将来について考えると、希望のほうが大きい」「自分は何でも好きな道を選
べると思う」と感じている。一方、現在ゆとりのある人ほど、「将来、自分の両親
以上の生活レベルを実現できないと思う」とも感じている点が注目される。
・�「できるだけ多くの収入を得て豊かな暮らしがしたい」という意見は、両親に経
済的なゆとりがある人で最も多く、平均的な人で最も少ない。

生まれ育った時代への評価と将来への見通し（両親の経済的なゆとり別）
経済的なゆとりがあるほうが
「親の生活レベルを超えるのは難しい」

自分は厳しい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できないと思う

将来について考えると、希望のほうが大きい

自分の選べる道は限られている

人並みの生活をしていけるだけの
収入があれば十分だ

自分はいい時代に生まれ育ったと思う

将来、自分の両親以上の生活レベルを
実現できると思う

将来について考えると、不安のほうが大きい

自分は何でも好きな道を選べると思う

できるだけ多くの収入を得て
豊かな暮らしがしたい

24.8
27.9
37.3

49.3
43.8

26.2

51.6
38.0
34.8

37.5
42.8
48.3

42.1
49.8
46.4

75.2
72.1
62.7

50.7
56.2

73.8

48.4
62.0
65.2

62.5
57.2
51.7

57.9
50.2
53.6

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）

に近い（計）下段：　　　　〃　　　　　−「なし」（n=534）

※（計）=「近い」+「どちらかといえば近い」

に近い（計）に近い（計）中段：　　　　〃　　　　　−「平均的」（n=888）
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将
来
に
向
け
た
希
望
・
見
通
し

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
い

車
を
所
有
し
た
い

お
金
持
ち
に
な
り
た
い

都
会
に
住
み
た
い

海
外
旅
行
を
し
た
い

田
舎
に
住
み
た
い

日
本
一
周
旅
行
を
し
た
い

世
界
一
周
旅
行
を
し
た
い

新
た
な
科
学
・
技
術
の
開
発
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
し
た
い

東
京
に
住
み
た
い

海
外
留
学
し
た
い

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
い

世
界
平
和
や
国
際
問
題
の
解
決
に

貢
献
し
た
い

歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い

海
外
で
働
き
た
い

高
級
車
を
所
有
し
た
い

有
名
人
に
な
り
た
い

高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
を
身
に
つ
け
た
い

自
分
の
店
を
持
ち
た
い

別
荘
を
持
ち
た
い

高
級
住
宅
街
に
住
み
た
い

自
給
自
足
の
生
活
を
し
た
い

社
長
に
な
り
た
い

大
富
豪
と
結
婚
し
た
い

国
際
結
婚
を
し
た
い

政
治
家
に
な
り
た
い

ホ
テ
ル
住
ま
い
を
し
た
い

左
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

全体（N=2000） 54.3 54.2 45.6 44.2 39.1 31.6 30.2 23.8 21.7 21.2 20.2 20.0 19.3 18.1 15.8 15.6 14.8 14.3 12.9 12.6 11.2 10.6 8.9 8.1 8.0 4.3 3.4 3.0

男性（n=1200） 56.0 56.3 46.3 42.1 31.1 32.3 29.9 19.9 27.2 19.6 15.6 16.7 18.0 21.7 14.6 18.5 14.7 11.0 11.8 14.2 10.8 9.7 10.3 5.8 3.6 5.8 3.3 3.2

女性 （n=800） 51.6 51.0 44.6 47.4 51.0 30.4 30.5 29.5 13.5 23.5 27.1 25.0 21.1 12.8 17.6 11.1 14.9 19.3 14.4 10.1 11.9 12.0 6.8 11.6 14.5 2.1 3.6 2.6

大学生（n=1812） 54.6 54.7 46.2 44.4 39.2 31.5 29.9 23.2 20.1 21.1 20.4 20.2 19.2 17.4 15.3 15.2 14.9 14.5 13.5 12.6 11.1 10.6 8.9 8.3 8.3 4.5 3.5 3.0

大学院生 （n=188） 50.5 49.5 39.9 42.0 37.8 31.9 33.0 29.3 36.7 21.3 18.6 18.1 19.7 24.5 20.7 18.6 13.3 12.2 6.4 12.2 12.2 10.6 9.0 5.9 4.8 2.7 2.7 2.1

文系（n=1095） 52.7 51.7 47.1 46.8 42.9 30.7 32.2 26.4 7.9 22.7 23.2 22.0 21.8 16.6 17.5 16.3 15.8 17.6 14.4 12.5 13.0 10.5 9.9 10.0 10.1 5.4 4.3 3.4

理系 （n=802） 56.0 58.1 44.6 41.5 34.2 32.3 27.6 20.9 40.1 18.6 16.3 17.1 16.1 20.1 14.0 15.6 13.1 10.5 10.1 12.8 8.9 11.0 7.4 6.0 4.7 3.2 2.6 2.4

その他 （n=103） 57.3 50.5 36.9 36.9 35.9 35.0 28.2 17.5 24.3 24.3 18.4 21.4 16.5 18.4 11.7 7.8 16.5 8.7 17.5 10.7 10.7 8.7 10.7 3.9 9.7 1.0 0.0 2.9

政令指定都市、東京23区 （n=795） 51.9 50.4 43.9 48.7 40.9 27.0 30.6 24.5 21.8 23.8 20.9 20.3 21.3 17.0 16.1 15.3 13.6 15.0 14.0 13.7 12.6 10.1 10.9 9.4 8.3 4.2 3.6 3.3

上記以外の市（n=1133） 56.7 56.5 46.4 41.4 38.4 33.8 29.7 23.3 21.2 19.6 20.2 20.2 17.9 18.8 15.7 15.9 15.6 14.3 12.1 11.7 10.4 10.9 7.5 7.2 7.8 4.5 3.4 2.8

町村 （n=72） 41.7 59.7 51.4 38.9 29.2 45.8 31.9 22.2 29.2 16.7 12.5 13.9 18.1 19.4 13.9 12.5 13.9 6.9 12.5 13.9 8.3 12.5 8.3 6.9 6.9 2.8 0.0 1.4

あり （n=472） 54.0 50.8 46.4 48.3 40.5 29.7 28.0 26.3 21.2 23.7 21.0 23.9 19.1 20.1 16.7 21.0 16.5 19.7 14.6 12.7 14.2 11.0 10.4 9.3 9.7 4.0 4.2 3.0

平均的 （n=907） 54.4 53.5 42.9 44.1 38.3 31.2 29.5 22.4 20.3 19.8 19.2 18.0 17.0 16.1 14.7 12.8 12.7 12.2 10.7 11.2 10.6 9.7 7.8 7.3 7.1 4.4 2.4 3.1

なし （n=612） 54.4 58.2 49.2 41.7 39.2 33.8 32.8 23.9 24.2 21.4 21.1 19.9 22.9 19.3 16.8 15.7 16.3 13.2 14.7 14.4 9.8 11.8 9.5 8.2 7.8 4.2 3.9 2.5

・�将来の希望についてたずねたところ、「マイホームを建てたい」（54.3％）、「車を
所有したい」（54.2％）が過半数で挙げられた。これらに、「お金持ちになりたい」
（45.6％）、「都会に住みたい」（44.2％）、「海外旅行をしたい」（39.1％）、「田舎に
住みたい」（31.6％）が続く結果となっている。

将来への希望（あてはまるものをすべて選択）
欲しいのは「マイホーム」と「車」

19.3 18.1 15.8 15.6 14.8 14.3 12.9 12.6 11.2 10.6 8.9 8.1 8.0 4.3 3.4 3.0
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将
来
に
向
け
た
希
望
・
見
通
し

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
い

車
を
所
有
し
た
い

お
金
持
ち
に
な
り
た
い

都
会
に
住
み
た
い

海
外
旅
行
を
し
た
い

田
舎
に
住
み
た
い

日
本
一
周
旅
行
を
し
た
い

世
界
一
周
旅
行
を
し
た
い

新
た
な
科
学
・
技
術
の
開
発
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
し
た
い

東
京
に
住
み
た
い

海
外
留
学
し
た
い

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
い

世
界
平
和
や
国
際
問
題
の
解
決
に

貢
献
し
た
い

歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い

海
外
で
働
き
た
い

高
級
車
を
所
有
し
た
い

有
名
人
に
な
り
た
い

高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
を
身
に
つ
け
た
い

自
分
の
店
を
持
ち
た
い

別
荘
を
持
ち
た
い

高
級
住
宅
街
に
住
み
た
い

自
給
自
足
の
生
活
を
し
た
い

社
長
に
な
り
た
い

大
富
豪
と
結
婚
し
た
い

国
際
結
婚
を
し
た
い

政
治
家
に
な
り
た
い

ホ
テ
ル
住
ま
い
を
し
た
い

左
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

全体（N=2000） 54.3 54.2 45.6 44.2 39.1 31.6 30.2 23.8 21.7 21.2 20.2 20.0 19.3 18.1 15.8 15.6 14.8 14.3 12.9 12.6 11.2 10.6 8.9 8.1 8.0 4.3 3.4 3.0

男性（n=1200） 56.0 56.3 46.3 42.1 31.1 32.3 29.9 19.9 27.2 19.6 15.6 16.7 18.0 21.7 14.6 18.5 14.7 11.0 11.8 14.2 10.8 9.7 10.3 5.8 3.6 5.8 3.3 3.2

女性 （n=800） 51.6 51.0 44.6 47.4 51.0 30.4 30.5 29.5 13.5 23.5 27.1 25.0 21.1 12.8 17.6 11.1 14.9 19.3 14.4 10.1 11.9 12.0 6.8 11.6 14.5 2.1 3.6 2.6

大学生（n=1812） 54.6 54.7 46.2 44.4 39.2 31.5 29.9 23.2 20.1 21.1 20.4 20.2 19.2 17.4 15.3 15.2 14.9 14.5 13.5 12.6 11.1 10.6 8.9 8.3 8.3 4.5 3.5 3.0

大学院生 （n=188） 50.5 49.5 39.9 42.0 37.8 31.9 33.0 29.3 36.7 21.3 18.6 18.1 19.7 24.5 20.7 18.6 13.3 12.2 6.4 12.2 12.2 10.6 9.0 5.9 4.8 2.7 2.7 2.1

文系（n=1095） 52.7 51.7 47.1 46.8 42.9 30.7 32.2 26.4 7.9 22.7 23.2 22.0 21.8 16.6 17.5 16.3 15.8 17.6 14.4 12.5 13.0 10.5 9.9 10.0 10.1 5.4 4.3 3.4

理系 （n=802） 56.0 58.1 44.6 41.5 34.2 32.3 27.6 20.9 40.1 18.6 16.3 17.1 16.1 20.1 14.0 15.6 13.1 10.5 10.1 12.8 8.9 11.0 7.4 6.0 4.7 3.2 2.6 2.4

その他 （n=103） 57.3 50.5 36.9 36.9 35.9 35.0 28.2 17.5 24.3 24.3 18.4 21.4 16.5 18.4 11.7 7.8 16.5 8.7 17.5 10.7 10.7 8.7 10.7 3.9 9.7 1.0 0.0 2.9

政令指定都市、東京23区 （n=795） 51.9 50.4 43.9 48.7 40.9 27.0 30.6 24.5 21.8 23.8 20.9 20.3 21.3 17.0 16.1 15.3 13.6 15.0 14.0 13.7 12.6 10.1 10.9 9.4 8.3 4.2 3.6 3.3

上記以外の市（n=1133） 56.7 56.5 46.4 41.4 38.4 33.8 29.7 23.3 21.2 19.6 20.2 20.2 17.9 18.8 15.7 15.9 15.6 14.3 12.1 11.7 10.4 10.9 7.5 7.2 7.8 4.5 3.4 2.8

町村 （n=72） 41.7 59.7 51.4 38.9 29.2 45.8 31.9 22.2 29.2 16.7 12.5 13.9 18.1 19.4 13.9 12.5 13.9 6.9 12.5 13.9 8.3 12.5 8.3 6.9 6.9 2.8 0.0 1.4

あり （n=472） 54.0 50.8 46.4 48.3 40.5 29.7 28.0 26.3 21.2 23.7 21.0 23.9 19.1 20.1 16.7 21.0 16.5 19.7 14.6 12.7 14.2 11.0 10.4 9.3 9.7 4.0 4.2 3.0

平均的 （n=907） 54.4 53.5 42.9 44.1 38.3 31.2 29.5 22.4 20.3 19.8 19.2 18.0 17.0 16.1 14.7 12.8 12.7 12.2 10.7 11.2 10.6 9.7 7.8 7.3 7.1 4.4 2.4 3.1

なし （n=612） 54.4 58.2 49.2 41.7 39.2 33.8 32.8 23.9 24.2 21.4 21.1 19.9 22.9 19.3 16.8 15.7 16.3 13.2 14.7 14.4 9.8 11.8 9.5 8.2 7.8 4.2 3.9 2.5

将来への希望（属性による比較）
女性に強い海外志向
・�性別で見ると、男性では「新たな科学・技術の開発を通して社会に貢献したい」
が女性と比べて多い。女性では「海外旅行をしたい」「世界一周旅行をしたい」「海
外留学したい」「国際結婚したい」などが多く、男性よりも海外志向が強い。
・�大学/院で見ると、「お金持ちになりたい」は大学生で多く、「世界一周旅行をし
たい」「新たな科学・技術の開発を通して社会に貢献したい」「歴史に名を残す
ことを成し遂げたい」は大学院生で多い。
・�専攻別では、理系で「新たな科学・技術の開発を通して社会に貢献したい」が多い。
・�現在の居住地で見ると、「マイホームを建てたい」は、政令指定都市・23区以外
の市居住者で多く、「車を所有したい」「お金持ちになりたい」などは町村居住者
で多い。また、「都会に住みたい」は政令指定都市・23区、「田舎に住みたい」は
町村居住者で多く、現在と似た居住環境が志向されている。
・�経済的なゆとり別では、「海外旅行をしたい」「高級レストランで食事をしたい」
「高級車を所有したい」はゆとりのある人で多い。

現
在
の
居
住
地

本
人
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

54.3 54.2
45.6 44.2

39.1
31.6 30.2

23.8 21.7 21.2 20.2 20.0
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政
治
・
社
会
問
題
へ
の
関
心

・�全体のおよそ8割が政治や社会問題に「非常に関心がある」「まあ関心がある」
と回答している。
・�属性別では、女性より男性、大学生より大学院生、理系より文系で関心度が高い。
また、経済的なゆとり別に見ると、ゆとりのある人で最も関心度が高く、平均的
な人で最も低くなっている。

政治・社会問題への関心
経済的なゆとりのある層で関心が高い

メディア利用状況
新聞よりもテレビとインターネット

・�テレビのニュース番組、インターネットのニュースサイトは、約6割が「ほぼ毎日」
見ていると回答。
・�新聞、携帯電話のニュースサイトについては、「ほぼ毎日」は全体の4分の1強で、
4割以上が「ほとんど閲読・利用しない」と回答している。

3.7

3.1

4.5

3.9

3.5

3.2

4.4

4.9

3.2

3.6

4.1

18.1

15.5

22.0

19.1

18.8

10.1

14.7

22.1

23.3

14.8

20.0

17.8

53.9

51.9

57.1

53.9

52.9

59.6

54.8

52.6

56.3

52.8

55.5

52.4

24.3

29.5

16.4

23.1

24.8

27.1

27.5

20.9

15.5

29.2

20.9

25.7

42.8

7.7

7.3

42.1

16.9

12.4

10.6

14.4

13.5

20.2

20.5

16.8

26.8

59.7

61.6

26.7

あまり関心がない非常に関心がある

全体

男性

女性

大学１・2年生

大学３・４年生

大学院生

文系

理系

その他

あり

平均的

なし

（N=2000）

（n=1200）

（n=800）

（n=895）

（n=917）

（n=188）

（n=1095）

（n=802）

（n=103）

（n=472）

（n=907）

（n=612）

まあ関心がある 全く関心がない

本
人
の

経
済
的
な

ゆ
と
り

3.0

新聞

テレビのニュース番組

インターネットのニュースサイト

携帯電話のニュースサイト

週に1〜2日程度	ほぼ毎日 週に3〜4日程度	 ほとんど閲読・利用しない
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政
治
・
社
会
問
題
へ
の
関
心

メディア利用状況（新聞）
親と同居の学生は新聞を読む

メディア利用状況（テレビのニュース番組）
親と同居の学生ほどテレビのニュースを視聴

・�男性は「ほぼ毎日」新聞を読む人が約3割と、女性に比べて多い。
・�学年で見ると、大学生・大学院生のそれぞれ高学年で、「ほぼ毎日」が多くなっ
ている。
・�親と同居の場合では、一人暮らしの場合と比べ、倍以上が新聞を読んでいる。

・�テレビのニュース番組の視聴頻度は、性別による差は小さく、居住形態別では「親
と同居」で、「一人暮らし」「それ以外（寮生活など）」と比べて高くなっている。

39.1

48.5

44.5

48.6

43.5

36.7

47.2

33.0

23.9

64.6

55.7

15.9

18.4

16.7

14.5

17.7

18.5

15.4

18.6

19.3

14.1

15.6

13.2

14.0

14.5

13.4

11.7

13.9

15.4

13.4

19.0

7.0

10.7

31.8

19.1

24.3

23.5

27.1

30.9

22.0

35.0

37.8

14.3

18.0

8.4

6.5

7.8

9.2

7.1

5.0

14.3

9.3

3.8

11.8

11.5

12.1

12.8

12.9

13.0

13.6

10.6

11.0

11.3

10.4

14.0

18.0

20.9

19.1

21.0

20.6

14.9

23.0

22.0

22.7

23.2

16.5

19.7

58.6

61.6

58.3

57.2

64.4

61.4

52.7

56.7

62.6

57.7

50.8

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

親と同居

一人暮らし

それ以外

（n=1200）

（n=800）

（n=448）

（n=447）

（n=435）

（n=482）

（n=91）

（n=97）

（n=1041）

（n=837）

（n=122）

週に1〜2日程度	ほぼ毎日 週に3〜4日程度	 ほとんど閲読・利用しない

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

親と同居

一人暮らし

それ以外

（n=1200）

（n=800）

（n=448）

（n=447）

（n=435）

（n=482）

（n=91）

（n=97）

（n=1041）

（n=837）

（n=122）

週に1〜2日程度	ほぼ毎日 週に3〜4日程度	 ほとんど閲読・利用しない

居
住
形
態

居
住
形
態
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の
関
心

メディア利用状況（インターネットのニュースサイト）
一人暮らしのほうがインターネットのニュースサイトを利用

・�インターネットのニュースサイトは女性よりも男性で「ほぼ毎日」見ている割合
が高い。
・学年別では、学年が上がるほど閲読頻度が高くなっている。
・居住形態別に見ると、一人暮らしで閲読頻度が高い。

メディア利用状況（携帯電話のニュースサイト）
若い学生ほど携帯電話のニュースサイトを利用

・�携帯電話のニュースサイトは、学年が上がるほど「ほとんど閲読・利用しない」
が多くなっている。
・居住形態別では、「それ以外（寮生活など）」で閲読頻度が高い。

4.3

11.6

9.4

9.6

8.3

4.8

8.3

5.6

9.8

8.8

13.4

14.1

13.6

12.0

6.4

3.3

11.4

9.8

9.0

18.5

23.4

23.0

20.4

19.5

22.0

17.6

8.2

23.2

16.8

22.1

68.4

51.6

53.5

56.4

60.2

66.8

78.0

89.7

57.1

67.8

59.1

42.5

41.7

38.4

36.5

42.3

46.5

50.5

56.7

43.2

41.6

38.5

15.0

13.4

12.7

14.5

16.6

14.1

16.5

10.3

13.5

15.2

15.6

17.0

16.5

19.4

19.0

17.0

14.5

12.1

9.3

17.6

16.2

13.9

25.5

28.4

29.5

30.0

24.1

24.9

20.9

23.7

25.7

27.0

32.0

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

親と同居

一人暮らし

それ以外

（n=1200）

（n=800）

（n=448）

（n=447）

（n=435）

（n=482）

（n=91）

（n=97）

（n=1041）

（n=837）

（n=122）

週に1〜2日程度	ほぼ毎日 週に3〜4日程度	 ほとんど閲読・利用しない

男性

女性

大学1年生

大学2年生

大学3年生

大学4年生

大学院修士1年生

大学院修士2年生

親と同居

一人暮らし

それ以外

（n=1200）

（n=800）

（n=448）

（n=447）

（n=435）

（n=482）

（n=91）

（n=97）

（n=1041）

（n=837）

（n=122）

週に1〜2日程度	ほぼ毎日 週に3〜4日程度	 ほとんど閲読・利用しない

2.1

居
住
形
態

居
住
形
態

1.1
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今
後
の
社
会
に
つ
い
て

これからの日本
過半数が「今より悪くなる」

・�日本のこれからについて、全体の半数以上（52.8％）が「今より悪くなると思う」
と回答。「変わらないと思う」は31.7％、「今より良くなると思う」は7.8％。
・�実家の所在地でみると、町村で「今より悪くなると思う」とする割合が高い。
・�経済的なゆとり別では、ゆとりのない人で「今より悪くなると思う」とする割合
が高い。

・�全ての項目において、「改善されている」より、「悪化している」という予測が多
くなっている。
・�特に悪化すると見られているのは、「地球温暖化の進行」「少子化」「資源・エネ
ルギー不足」で、7割以上が「かなり悪化している」「やや悪化している」と回答。
続いて「政治不信」「学力低下」「ニート・フリーターの増加」「国際紛争の激化」
「『食』に対する不安」「地方の活力低下」「経済の低迷」「治安の悪化」という順に
なっている。
・�比較的「改善されている」との予測が多かったものとしては、「経済の低迷」「『食』
に対する不安」「地方の活力低下」が挙げられる。

日本の社会問題に関する予測（10年後について）
「悪化している」が多数派
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・�インド、中国の国際的な影響力については7割近くが「高まっている」と予測。ヨー
ロッパ、ブラジル・ロシアについては「高まっている」と「変わらない」に予測
が分かれた。
・�一方、日本については半数近くが「低下している」、4割が「現状と変わらない」
と予測している。「高まっている」は全体の1割と少ない。

各国・地域の国際的な影響力の予測（10年後について）
日本の影響力は低下している
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き
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も
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な
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全体（N=2000） 86.3 72.7 22.1 14.7 10.9 10.7 9.2 8.3 7.8 5.7 4.5 4.3 3.0 2.6 2.1 2.0 1.7 1.3 6.9

男性（n=1200） 84.6 72.9 21.9 15.5 11.1 11.3 9.2 7.6 10.1 6.7 4.1 5.3 4.0 3.3 2.4 2.3 1.8 1.6 7.5

女性 （n=800） 88.9 72.3 22.4 13.4 10.5 9.6 9.1 9.4 4.3 4.1 5.0 2.6 1.5 1.5 1.6 1.5 1.5 0.9 5.9

政令指定都市、東京23区 （n=521） 86.0 73.9 22.5 15.7 10.7 9.6 8.4 7.9 6.9 4.6 4.0 2.9 1.3 1.9 2.1 1.0 1.5 1.0 5.8

上記以外の市（n=1287） 86.5 72.3 21.1 14.0 11.0 10.3 8.9 8.4 7.8 5.4 4.5 4.0 3.5 2.8 2.0 2.2 1.6 1.3 7.5

町村 （n=181） 85.1 70.7 27.6 16.6 9.9 16.0 13.3 8.8 10.5 10.5 5.5 9.9 4.4 3.3 2.8 3.3 2.2 2.2 6.1

3.0

3.0

2.0

1.9

8.3 7.8 5.7 4.5 4.3 3.0 2.6 2.1 2.0 1.7 1.3
6.9
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信頼できる人・組織（あてはまるものをすべて選択）
家族と友だちが圧倒的

・�信頼できる人や組織についてたずねたところ、「家族」（86.3％）、「友だち」（72.7％）
が、群を抜いて多い結果となった。これに「大学･学校」「裁判所」「国連・国際機関」
「医療機関」が続く。
・�実家の所在地別に見ると、町村では、「大学・学校」「医療機関」「隣近所の住民」「民
間企業」を挙げる割合が比較的高くなっている。
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全体（N=2000） 86.3 72.7 22.1 14.7 10.9 10.7 9.2 8.3 7.8 5.7 4.5 4.3 3.0 2.6 2.1 2.0 1.7 1.3 6.9

男性（n=1200） 84.6 72.9 21.9 15.5 11.1 11.3 9.2 7.6 10.1 6.7 4.1 5.3 4.0 3.3 2.4 2.3 1.8 1.6 7.5

女性 （n=800） 88.9 72.3 22.4 13.4 10.5 9.6 9.1 9.4 4.3 4.1 5.0 2.6 1.5 1.5 1.6 1.5 1.5 0.9 5.9

政令指定都市、東京23区 （n=521） 86.0 73.9 22.5 15.7 10.7 9.6 8.4 7.9 6.9 4.6 4.0 2.9 1.3 1.9 2.1 1.0 1.5 1.0 5.8

上記以外の市（n=1287） 86.5 72.3 21.1 14.0 11.0 10.3 8.9 8.4 7.8 5.4 4.5 4.0 3.5 2.8 2.0 2.2 1.6 1.3 7.5

町村 （n=181） 85.1 70.7 27.6 16.6 9.9 16.0 13.3 8.8 10.5 10.5 5.5 9.9 4.4 3.3 2.8 3.3 2.2 2.2 6.1

実
家
の

所
在
地

72.7

86.3

22.1
14.7 10.9 10.7 9.2
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・�「科学技術を活用して、もっと便利な暮らしがしたい」（計67.7%）が「これ以上
便利な暮らしは望まない」（計32.3%）を上回る結果となった。
・�ただし、男女間で考え方に違いが見られ、女性では「これ以上便利な暮らしは望
まない」が46.2%を占めている。
・�専攻別に見ると、文系よりも理系の学生で「もっと便利な暮らしがしたい」とす
る割合が高い。
・�居住地別では、町村居住者で「もっと便利な暮らしがしたい」とする割合が若干
高くなっている。

科学技術に対する考え方（ ・ 	のうち近いほうを選択）

「科学技術を活かして、
もっと便利な暮らしをしたい」が約７割
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これ以上便利な
暮らしは望まない

どちらかといえば							に近い						に近い どちらかといえば							に近い 							に近い

36



今
後
の
社
会
に
つ
い
て

科学技術に対する考え方（ ・ 	のうち近いほうを選択）

「科学技術で解決できない問題のほうが多い」と
感じる学生は約6割

・�「世の中には科学技術で解決できない問題のほうが多い」（計60.6％）が、「多く
の問題は科学技術によって解決できる」（計39.4％）を上回る結果となった。
・�属性別に見ると、男性より女性、理系より文系、都市居住者より町村居住者で、「科
学技術で解決できない問題のほうが多い」と考える人が多い。
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世の中の多くの問題は
科学技術で解決できる

科学技術で解決できない
問題のほうが多い

どちらかといえば							に近い						に近い どちらかといえば							に近い 							に近い
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10年後、科学技術の貢献が期待できる分野（5つまで選択）
医療分野への期待が8割強
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教
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・
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世
界
平
和

そ
の
他

特
に
な
し

全体（N=2000） 83.8 54.2 40.9 38.1 32.1 29.4 24.9 24.1 21.7 18.8 12.4 10.0 9.9 7.9 3.8 0.3 3.3

男性（n=1200） 83.3 58.1 42.2 32.9 34.3 27.8 25.0 23.4 22.8 21.8 11.2 10.3 10.8 7.8 4.3 0.2 3.3

女性 （n=800） 84.6 48.3 38.9 45.9 28.8 31.8 24.6 25.1 20.0 14.1 14.3 9.5 8.4 8.0 3.0 0.5 3.1

文系（n=1095） 83.9 49.4 39.8 40.3 28.7 31.7 24.2 25.3 22.6 16.3 13.4 10.0 9.4 9.0 4.3 0.3 4.0

理系 （n=802） 83.7 60.8 42.3 34.7 36.5 26.1 25.6 22.8 20.8 22.4 10.8 10.1 10.2 6.2 3.1 0.2 2.2

その他 （n=103） 83.5 52.4 40.8 41.7 34.0 31.1 26.2 21.4 18.4 16.5 13.6 7.8 11.7 7.8 3.9 1.0 2.9

政令指定都市、東京23区 （n=521） 84.3 51.8 42.8 38.0 33.0 33.2 24.8 24.6 21.1 18.0 11.9 9.4 8.6 6.5 3.8 0.4 3.1

上記以外の市（n=1287） 84.1 54.6 40.2 38.1 32.3 27.3 25.4 23.6 22.1 19.0 12.8 9.4 10.3 8.1 3.6 0.3 3.4

町村 （n=181） 80.7 58.0 42.5 38.7 27.6 34.3 21.5 26.5 20.4 18.8 11.6 16.0 9.9 9.9 4.4 0.0 2.2

24.9 24.1 21.7 18.8
12.4 10.0 9.9 7.9 3.8 0.3 3.3
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・�10年後、科学技術の発展による効果が最も期待できると考えられているのは「医
療」で、8割以上が選択している。これに、「資源・エネルギー」（54.2%）、「都市・
交通」（40.9%）、「福祉・介護」（38.1%）と続く。
・�性別に見ると、「資源・エネルギー」への期待は男性で、「福祉・介護」への期待
は女性で高い。
・�専攻別では、文系より理系で「資源・エネルギー」が多く挙げられている。
・�実家の所在地が「町村」の場合では、都市部と比較して「仕事・労働」分野への
期待が高くなっている。
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全体（N=2000） 83.8 54.2 40.9 38.1 32.1 29.4 24.9 24.1 21.7 18.8 12.4 10.0 9.9 7.9 3.8 0.3 3.3

男性（n=1200） 83.3 58.1 42.2 32.9 34.3 27.8 25.0 23.4 22.8 21.8 11.2 10.3 10.8 7.8 4.3 0.2 3.3

女性 （n=800） 84.6 48.3 38.9 45.9 28.8 31.8 24.6 25.1 20.0 14.1 14.3 9.5 8.4 8.0 3.0 0.5 3.1

文系（n=1095） 83.9 49.4 39.8 40.3 28.7 31.7 24.2 25.3 22.6 16.3 13.4 10.0 9.4 9.0 4.3 0.3 4.0

理系 （n=802） 83.7 60.8 42.3 34.7 36.5 26.1 25.6 22.8 20.8 22.4 10.8 10.1 10.2 6.2 3.1 0.2 2.2

その他 （n=103） 83.5 52.4 40.8 41.7 34.0 31.1 26.2 21.4 18.4 16.5 13.6 7.8 11.7 7.8 3.9 1.0 2.9

政令指定都市、東京23区 （n=521） 84.3 51.8 42.8 38.0 33.0 33.2 24.8 24.6 21.1 18.0 11.9 9.4 8.6 6.5 3.8 0.4 3.1

上記以外の市（n=1287） 84.1 54.6 40.2 38.1 32.3 27.3 25.4 23.6 22.1 19.0 12.8 9.4 10.3 8.1 3.6 0.3 3.4

町村 （n=181） 80.7 58.0 42.5 38.7 27.6 34.3 21.5 26.5 20.4 18.8 11.6 16.0 9.9 9.9 4.4 0.0 2.2
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